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本
町
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
所
得
状
況
は

2
0
0
万
円
以
下
が
８
割
。
高

い
国
保
税
を
払
え
な
い
人
が
増
え

て
い
る
。
国
保
事
業
の
県
統
一
化

に
伴
い
法
定
外
繰
入
を
段
階
的
に

解
消
す
る
と
し
て
い
る
が
、
本
町

の
考
え
方
は
。

応
益
割
が
増
額
さ
れ
る

と
、
15
歳
以
下
の
被
保
険

者
を
抱
え
る
世
帯
で
は
大
き
な
負

担
に
な
る
。
15
歳
以
下
の
均
等
割

は
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
を
求
め
る
。

今
期
分
の
保
険
税
全
額
を

年
金
か
ら
徴
収
し
な
が

ら
、
短
期
保
険
証
を
交
付
し
、
そ

の
交
付
に
空
白
が
生
じ
て
い
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
改
善
を

求
め
る
。愛

荘
町
交
通
安
全
計
画
に

「
高
齢
者
が
安
全
に
か
つ

安
心
し
て
外
出
や
移
動
が
で
き
る

交
通
社
会
の
形
成
の
た
め
に
、
日

常
の
移
動
手
段
や
方
法
の
違
い
に

応
じ
た
対
策
を
推
進
」
と
記
述
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
行
う
べ
き

で
あ
る
。

　
高
齢
者
の
活
動
支
援
の
た
め
町

内
巡
回
バ
ス
が
必
要
で
は
な
い

か
。

愛
荘
町
交
通
安
全
計
画
に

「
歩
道
整
備
が
困
難
な
地

域
に
お
い
て
は
、
路
肩
の
カ
ラ
ー

舗
装
や
防
護
柵
整
備
の
方
法
を
含

め
安
心
・
安
全
な
歩
行
空
間
を
創

出
」
と
記
述
。「
東
出
地
先
」「
安

孫
子
地
先
」の
歩
道
整
備
を
進
め
、

「
市
地
先
」
は
歩
道
整
備
で
き
る

場
所
の
確
保
を
。

「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
飛
来
に

伴
う
対
応
」
と
称
し
た
子

ど
も
へ
の
文
書
配
布
の
目
的
は
。

　

現
在
、県
と
市
町
に
お
い
て「
滋

賀
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」

を
協
議
中
。
県
が
示
す
本
町
の
標

準
保
険
税
率
と
現
在
の
税
率
を
比

較
し
、
急
激
な
上
昇
が
見
込
ま
れ

る
時
に
は
、
税
の
激
変
緩
和
措
置

と
し
て
、
法
定
外
繰
入
も
視
野
に

入
れ
る
。

　

15
歳
以
下
の
均
等
割
の
賦
課
に

つ
い
て
は
、
現
行
法
を
遵
守
す
る

た
め
廃
止
で
き
な
い
。
引
き
続
き
、

国
・
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　

現
年
分
が
完
納
さ
れ
て
い
て

も
、過
去
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

特
別
な
事
情
が
無
い
限
り
、
短
期

保
険
証
を
交
付
す
る
事
と
し
て
い

る
。
来
庁
し
な
い
場
合
の
配
慮
不

十
分
の
た
め
一
時
的
に
空
白
が
生

じ
た
。
訪
問
も
含
め
た
対
応
を
行

い
た
い
。

　

地
方
創
生
交
付
金
を
受
け
、
介

護
保
険「
新
総
合
事
業
」
展
開
に

伴
い
、
町
内
５
ヵ
所
を「
健
康
づ

く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
施
設
」

に
位
置
付
け
た
。
利
用
者
を
65
歳

以
上
の
高
齢
者
に
限
定
し
て
、
移

動
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
る
。

　

安
孫
子
地
先
の
歩
道
設
置
に
お

け
る
安
全
対
策
が
重
要
と
考
え

る
。

　

県
教
委
か
ら
の
通
知
は
、
県
下

一
斉
の
取
り
扱
い
で
あ
り
、
町
教

委
か
ら
各
学
校
・
園
に
、
県
の
通

知
ど
お
り
連
絡
し
た
。

　

そ
の
後
町
教
育
委
員
会
は
保
護

者
に
伝
え
る
べ
き
か
検
討
し
、
本

町
は「
文
書
を
出
さ
な
い
」
と
結

論
づ
け
、
各
学
校
・
園
に
連
絡
し

た
。
そ
の
連
絡
が
間
に
合
わ
な
い

一
部
の
学
校
で
文
書
を
持
ち
帰
っ

た
。
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歩道が確保されていない
市地先の通学路

中山道再生整備事業の現地視察

国
保
事
業
の
県
統
一
化

町
内
巡
回
バ
ス

安
心・安
全
な
歩
行
空
間

「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
」の
文
書

　
「
市
地
先
の
歩
道
確
保
」
を
県

に
強
く
働
き
か
け
、
地
元
自
治
会

等
に
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
た

い
。

内
閣
官
房・国
民
保
護

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
冊
子（
表
紙
）

中
山
道
再
生
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

①
賑
わ
い
の
再
生
に
対
す
る
取
り

組
み
・
構
想
は
で
き
て
い
る
か
。

②
当
初
、
観
光
協
会
だ
け
で
は
な

く
、
地
元
と
商
工
会
に
お
い
て
検

討
を
進
め
る
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
具
体
的
に
意
見
を
求
め
た
こ

と
は
あ
る
か
。

③
議
会
へ
の
説
明
は
い
つ
頃
に
な

る
か
。

①
重
度
の
障
が
い
者
で
あ

る
み
ぞ
ろ
ぎ
梨
穂
さ
ん

の
『
約
束
の
大
地
』
に
深
い
感
銘

を
受
け
た
が
、
障
が
い
者
の
一
人

ひ
と
り
が
希
望
を
持
っ
て
人
生
が

歩
め
る
よ
う
支
援
し
て
も
ら
い
た

い
。

②
町
の
障
害
者
手
帳
の
人
数
は
何

人
で
、
県
及
び
他
の
市
町
と
比
較

し
て
多
い
の
か
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け

て
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

開
発
は
急
ピ
ッ
チ
に
進
み
、
我
々

の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

対
応
は
。

①
防
災
無
線
放
送
だ
け
で
充
分

か
。

①
言
葉
を
発
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

自
分
の
思
い
を
実
現
で
き
る
よ
う

な
社
会
と
な
る
よ
う
、
一
人
ひ
と

り
に
よ
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

①
戸
別
受
信
機
や
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
で
の
緊
急
放
送
、
町
内
全
域

を
対
象
と
し
た
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・

①
平
成
18
年
１
月
に
策
定
さ
れ
た

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
で
、

「
愛
知
川
宿
の
再
生
」
を
位
置
づ

け
て
い
る
。

　

現
在
は
、
街
道
交
流
館
整
備
事

業
と
し
て
旧
近
江
銀
行
愛
知
川
支

店
保
存
修
理
工
事
や
、
奥
の
民
家

の
中
山
道
愛
知
川
宿
拠
点
施
設
整

備
工
事
に
つ
い
て
整
備
を
進
め
て

い
る
。

②
平
成
23
年
12
月
に
旧
近
江
銀
行

の
利
活
用
に
つ
い
て「
中
山
道
拠

点
整
備
計
画
提
言
書
」
が
愛
荘
町

商
工
会
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
度
に
は
４
回
の
地
元

説
明
を
開
催
し
、
12
月
に
は
愛
知

川
観
光
協
会
、
愛
荘
町
商
工
会
、

（
住
民
福
祉
部
長
）

（
総
務
部
長
）

（
町
長
）

問

問
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答 中
山
道
再
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整
備
事
業

障
害
者
福
祉

弾
道
ミ
サ
イ
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落
下
時
の
行
動

河村　善一 議員河村　善一 議員

地
元
住
民
、
行
政
に
よ
り
構
成
す

る「
整
備
検
討
委
員
会
」
を
設
立

し
意
見
等
を
伺
っ
て
い
る
。

③
９
月
町
議
会
に
お
い
て「
施
設

の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条

例
」
を
提
案
す
る
予
定
を
し
て
お

り
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
総
務
産
建

常
任
委
員
会
や
全
員
協
議
会
に
報

告
し
意
見
を
伺
う
。

②
平
成
29
年
３
月
末
現
在
で

身
体
障
害
者
手
帳
が
6
9
0
人

　

町
民
の
3
・
31
％

　
　
（
県
平
均
4
・
03
％
）

療
育
手
帳
が
1
8
1
人

　

町
民
の
0
・
86
％

　
　
（
県
平
均
0
・
98
％
）

精
神
保
健
福
祉
手
帳
が
1
0
8
人

　

町
民
の
0
・
51
％

　
　
（
県
平
均
0
・
66
％
）

緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
よ
る
一
斉
送

信
に
よ
り
周
知
す
る
。

②
内
閣
官
房
の
冊
子
は
全
戸
配
布

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。
町
広
報

誌
に
お
い
て
冊
子
の
一
部
を
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
全
文
に
つ
い
て

は
図
書
館
や
各
公
共
施
設
に
備
え

付
け
た
。

②
内
閣
官
房
・
国
民
保
護
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
冊
子
「
武
力
攻
撃
や

テ
ロ
な
ど
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
」
を
全
町
民
に
配
布
し
な
い
の

か
。

辰己　　保 議員辰己　　保 議員

15歳以下の国保税「均等割」は
廃止すべき

Q

国保事業の県統一化
（平成 30 年度〜）

現行法を順守するので、廃止できないA

地元と商工会にも具体的な意見を
求めてきたか

Q

中山道再生整備事業

整備検討委員会を設立し、
意見等を伺っている

A


